
令和６年度環境講演会

生物
多様性保全から見た都市のみどりの役割

森林総合研究所 多摩森林科学園 チーム長

大都市およびその近郊地域に残された都市近郊林を、植物の多様性や植生の自然度

の視点から評価し、適切な管理のあり方を考えるための研究を行っています。

会場：練馬区立区民・産業プラザ（ココネリ）研修室１

主催：ねりまエコ・アドバイザー協議会 共催：練馬区環境課

区ホームページ（右上の二次元コード）または電話で

①～④をご連絡ください。

① 講演会名 ② 住所 ③ 氏名（ふりがな） ④ 電話番号

申込先 ： 練馬区環境部環境課地球温暖化対策係

電話：5984-4705

申込期限 ： 令和７年２月28日（金） ※定員50名（先着）

日時：2025年３月１日(土)14時～16時

申込はこちらの
Webページから

～人口が集中する都市のみどりは、地域住民の憩いの場や、子どもにとっての貴重な学びの場と

なっています。また、多くの野生生物や植物が生息し、人間だけでなく地域の生物多様性を保つため

の重要な場所です。どのようにそれらと共存していくのか、どのように保護できるのか、是非この講

演会をきっかけに考えてみませんか？～

参加費

無料

講師：島田 和則 博士（農学）

会場へのアクセス
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